
　
県
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
本
年
第
１
回
定
例
県
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

副
議
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
職
責
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体

の
処
理
す
る
事
務
は
今
後
さ
ら
に
増
大
し
、
責
任
領
域

が
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
意
思

決
定
や
監
視
の
役
割
を
担
う
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
、

そ
の
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、昨
年
度
﹁
議
会
機
能
強
化
検
討
協
議
会
﹂

を
設
置
し
、
自
ら
の
改
革
と
活
性
化
に
向
け
て
協
議
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。
定
例
会
・
常
任
委
員
会
の
あ
り
方

や
効
果
的
な
決
算
審
査
の
手
法
の
検
討
な
ど
、
県
民
を

代
表
す
る
最
高
議
決
機
関
と
し
て
の
県
議
会
の
役
割
が

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
議
会
が
皆
様
の
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
出
前
県
議
会
の
開
催
な
ど
の
広
報
活
動
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
議
会
活
動
の
透
明
性
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
活
発
な
県

議
会
活
動
を
通
じ
て
、
大
分
県
発
展
の
た
め
に
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
分
県
議
会
副
議
長

　
　
　
渕
　
　
健
児

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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▼
地
方
分
権
改
革
の
推
進

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
子
育
て
支
援
と
地
域
医
療
の
再
生

▼
地
域
主
権
と
自
治
体
の
あ
り
方

▼
全
国
学
力
テ
ス
ト
へ
の
対
応

▼
警
察
行
政
の
転
換

▼
新
年
度
予
算
と
財
政
規
律

▼
介
護
保
険
制
度

▼
診
療
報
酬
改
定
の
影
響

※

質
問
項
目
は
、
一
人
３
項
目
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

　
　
代
表
質
問
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

　
　
　
地
域
主
権
に
基
づ
く
地
方
自
治

　
　
　
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
﹁
県

民
の
自
治
意
識
の
醸
成
﹂、﹁
県
政
へ
の

住
民
参
加
﹂
等
、
今
後
の
地
方
自
治
確

立
に
向
け
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
地
域
主
権
と
は
、
地
域
の
こ

　
　
　
と
は
地
域
で
決
め
ら
れ
る
、
そ

れ
に
よ
り
住
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
の

発
展
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
権
限
と
財
源
を

各
地
域
が
持
つ
と
同
時
に
、
そ
れ
に
伴

う
責
任
と
覚
悟
が
各
地
域
に
求
め
ら
れ

る
も
の
だ
と
考
え
る
。

▼
農
業
振
興

▼
県
職
員
互
助
会
負
担
金

▼
介
護
保
険
制
度

▼
脳
損
傷
に
よ
る
若
年
障
が
い
者

▼
観
光
と
地
域
振
興

▼
畜
産
振
興
と
環
境
対
策

▼
武
道
教
育

▼
特
別
支
援
教
育

▼
米
海
兵
隊
に
よ
る
日
出
生
台
演
習

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大

▼
雇
用
対
策

▼
世
界
遺
産
登
録
の
取
組

▼
県
出
資
法
人
の
ム
ダ
使
い
排
除

▼
国
民
読
書
年
・
学
校
図
書
室
改
造

▼
大
分
県
防
災
航
空
隊

▼
消
防
体
制
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自
由
民
主
党

　
田
中
　
利
明 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
小
野
　
弘
利 

議
員

自
由
民
主
党

　
三
浦
　
　
公 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
玉
田
　
輝
義 

議
員

自
由
民
主
党

　
桜
木
　
　
博 

議
員

自
由
民
主
党

　
毛
利
　
正
徳 

議
員

日
本
共
産
党

　
堤
　
　
栄
三 

議
員

公
明
党

　
竹
中
万
寿
夫 

議
員

代
　
表
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

県
民
ク
ラ
ブ

　
酒
井
　
喜
親 

議
員

自
由
民
主
党

　
麻
生
　
栄
作 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

　
江
藤
　
清
志 

議
員

　
２
月
23
日
に
開
会
、
３
月
25
日
ま

で
の
会
期
31
日
間
で
開
催
し
た
。

　
３
月
４
日
、
５
日
に
行
わ
れ
た
代

表
質
問
に
は
３
人
の
議
員
が
、ま
た
、

８
日
か
ら
10
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質

問
に
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
景

気
・
雇
用
対
策
や
農
林
水
産
業
の
振

興
、
教
育
問
題
等
に
つ
い
て
執
行
部

と
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　
常
任
委
員
会
は
、
３
月
３
日
と
18

日
に
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等

に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　
知
事
提
出
議
案
等
59
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
議
員
提
出
議
案
17
件

を
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
し
閉
会

し
た
。

　
閉
会
日
の
３
月
25
日
、
副
議
長
の

辞
任
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
90

代
副
議
長
に
渕
健
児
議
員
が
選
任
さ

れ
た
。

答 問

　
ま
た
、
地
域
主
権
を
進
め
る
に
当
た

り
、
県
政
に
住
民
の
声
を
取
り
入
れ
て

い
き
な
が
ら
、
今
後
も
そ
の
姿
勢
を
貫

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県
政
に

反
映
す
る
と
い
う
点
で
は
、
知
事
と
議

会
は
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
で
あ
り
、
毎

年
予
算
編
成
に
先
だ
っ
て
各
党
か
ら
い

た
だ
く
要
望
に
は
、
き
め
細
か
に
住
民

の
声
が
く
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
目
の

行
き
届
い
た
予
算
が
編
成
で
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
知
事
と
議
会
が
相
互
に

緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
、
県
民
中
心
の
県
政
や
地
域

主
権
の
実
現
に
向
け
て
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会



可
決
・
承
認
等
さ
れ
た
議
案
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
事
提
出
）

▼
高
齢
者
施
策

▼
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備

▼
畜
産
振
興
と
河
川
の
汚
染
防
止

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

▼
景
気
・
経
済
・
不
況
対
策

▼
農
林
業
振
興
策

▼
観
光
振
興

▼
行
財
政
改
革

※

質
問
項
目
は
、
一
人
２
項
目
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

　
　
一
般
質
問
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

　
　
　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
平
成

　
　
　
24
年
度
か
ら
中
学
１
、
２
年
生

に
お
い
て
武
道
が
必
須
と
な
る
。
礼
節

を
重
ん
じ
心
と
体
を
鍛
え
る
た
め
に
は

武
道
教
育
の
充
実
が
必
要
と
な
る
が
、

そ
れ
に
向
け
て
の
指
導
者
の
確
保
策

は
。

　
　
　
　
中
学
校
体
育
教
員
の
２
３
６

　
　
　
人
の
う
ち
、
武
道
有
段
者
は
延

べ
１
４
７
人
お
り
、
適
正
な
配
置
に
努

め
る
。
既
に
今
年
度
か
ら
中
学
校
の
体

育
教
員
を
対
象
と
す
る
実
技
指
導
者
講

習
会
に
武
道
を
加
え
、
指
導
者
と
し
て

の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
の

優
秀
な
指
導
者
か
ら
指
導
の
要
点
等
を

学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
外
部
講
師
の
活
用
を
市
町
村
教
育
委

員
会
に
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
介
護
保
険
制
度
導
入
後
、
保
険

　
　
　
料
は
見
直
さ
れ
る
ご
と
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
給
付
費
負
担
金
の
伸
び

は
県
や
市
町
村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
。
国
に
制
度
の
見
直
し
を
働
き
か
け

る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
増

　
　
　
加
に
伴
い
、
各
市
町
村
の
介
護

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
市
町
村
の
財
政
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
国
に
十
分
な
財
源
措
置
を
要

望
し
て
い
る
。
老
後
の
安
心
を
社
会
全

体
で
支
え
る
た
め
、
財
源
措
置
だ
け
で

は
な
く
低
所
得
の
高
齢
者
の
負
担
が
過

大
と
な
ら
な
い
よ
う
国
に
要
望
し
て
い

く
。

▽
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
陸
上
自
衛
隊

日
出
生
台
演
習
場
へ
の
訓
練
移
転
に

反
対
す
る
決
議

▽
国
民
読
書
年
に
関
す
る
決
議

▽
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
反

対
す
る
意
見
書

▽
教
育
再
生
・
教
育
の
正
常
化
の
徹
底

を
求
め
る
意
見
書

▽
教
員
免
許
更
新
制
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書

▽
幼
児
教
育
の
無
償
化
と
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▽
生
産
性
の
高
い
競
争
力
に
富
ん
だ
農

家
の
育
成
を
求
め
る
意
見
書

▽
国
家
公
務
員
制
度
に
準
じ
た
地
方
公

務
員
制
度
の
改
革
を
求
め
る
意
見
書

▽
新
成
長
戦
略
に
関
す
る
早
期
の
工
程

表
の
作
成
及
び
今
後
の
政
策
を
推
進

す
る
上
で
の
財
政
展
望
の
明
示
を
求

め
る
意
見
書

▽
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書

▽
看
護
職
員
の
確
保
対
策
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

▽
教
育
公
務
員
特
例
法
の
早
期
改
正
を

求
め
る
意
見
書

▽
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤
整

備
を
求
め
る
意
見
書

▽
政
治
資
金
規
正
法
の
制
裁
強
化
を
求

め
る
意
見
書

▽
若
者
の
雇
用
創
出
と
新
卒
者
支
援
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

▽
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
法
の
実
効

性
を
求
め
る
意
見
書

▽﹁
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
﹂
の
導
入

に
反
対
す
る
意
見
書

▽﹁
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
﹂
の
導
入

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

※

意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
担
当
大
臣

あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

▽
平
成
22
年
度
大
分
県
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

▽
大
分
県
地
域
医
療
再
生
基
金
条
例
の

制
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
　
ほ
か

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
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県
民
ク
ラ
ブ

　
吉
冨
　
幸
吉 

議
員

自
由
民
主
党

　
大
友
　
一
夫 

議
員

答

問

答 問

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案（
議
員
提
出
）

決 

議 

関 

係
（
２
件
）

予 

算 

関 

係
（
32
件
）

条 

例 

関 

係
（
14
件
）

人 

事 

関 

係
（
２
件
）

そ　

の　

他
（
11
件
）

意　

見　

書
（
15
件
）

採
択
さ
れ
た
請
願
（
１
件
）

自
由
民
主
党

　
御
手
洗
吉
生 

議
員

自
由
民
主
党

　
井
上
　
伸
史 

議
員



◆
総
務
企
画
委
員
会︵
７
人
︶

◎
毛
利
　
正
徳︵
自
︶○
末
宗
　
秀
雄︵
自
︶

　
古
手
川
茂
樹︵
自
︶　
田
中
　
利
明︵
自
︶

　
酒
井
　
喜
親︵
県
︶　
小
野
　
弘
利︵
県
︶

　
高
村
　
清
志︵
無
︶　
　

◆
福
祉
保
健
生
活
環
境
委
員
会︵
８
人
︶

◎
桜
木
　
　
博︵
自
︶○
深
津
　
栄
一︵
県
︶

　
佐
藤
健
太
郎︵
自
︶　
安
部
　
省
祐︵
自
︶

　
荒
金
　
信
生︵
自
︶　
平
岩
　
純
子︵
県
︶

　
梶
原
九
州
男︵
県
︶　
衞
藤
　
明
和︵
無
︶

◆
商
工
労
働
企
業
委
員
会︵
７
人
︶

◎
佐
藤
　
博
章︵
県
︶○
元

　
俊
博︵
自
︶

　
佐
々
木
哲
也︵
自
︶　
大
友
　
一
夫︵
自
︶

　
阿
部
　
英
仁︵
自
︶　
首
藤
　
隆
憲︵
県
︶

　
竹
中
万
寿
夫︵
公
︶

◆
農
林
水
産
委
員
会︵
７
人
︶

◎
麻
生
　
栄
作︵
自
︶○
三
浦
　
　
公︵
自
︶

　
井
上
　
伸
史︵
自
︶　
渕
　
　
健
児︵
自
︶

　
玉
田
　
輝
義︵
県
︶　
賀
来
　
和
紘︵
県
︶

　
堤
　
　
栄
三︵
共
︶

◆
土
木
建
築
委
員
会︵
７
人
︶

◎
濱
田
　
　
洋︵
自
︶○
御
手
洗
吉
生︵
自
︶

　
近
藤
　
和
義︵
自
︶　
志
村
　
　
学︵
自
︶

　
吉
冨
　
幸
吉︵
県
︶　
江
藤
　
清
志︵
県
︶

　
伊
藤
　
敏
幸︵
公
︶

◆
文
教
警
察
委
員
会︵
７
人
︶

◎
嶋
　
　
幸
一︵
自
︶○
久
原
　
和
弘︵
県
︶

　
牧
野
　
浩
朗︵
自
︶　
土
居
　
昌
弘︵
自
︶

　
佐
々
木
敏
夫︵
自
︶　
内
田
　
淳
一︵
県
︶

　
河
野
　
成
司︵
公
︶

  

　
　
　

◎
牧
野
　
浩
朗︵
自
︶○
古
手
川
茂
樹︵
自
︶

　
嶋
　
　
幸
一︵
自
︶　
御
手
洗
吉
生︵
自
︶

　
井
上
　
伸
史︵
自
︶　
佐
藤
健
太
郎︵
自
︶

　
志
村
　
　
学︵
自
︶　
阿
部
　
英
仁︵
自
︶

　
首
藤
　
隆
憲︵
県
︶　
梶
原
九
州
男︵
県
︶

　
久
原
　
和
弘︵
県
︶　
内
田
　
淳
一︵
県
︶

　
竹
中
万
寿
夫︵
公
︶　
　
　
　
︵
13
人
︶

　
　
　
　
　
　

◆
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会︵
10
人
︶

◎
阿
部
　
英
仁︵
自
︶○
首
藤
　
隆
憲︵
県
︶

　
毛
利
　
正
徳︵
自
︶　
三
浦
　
　
公︵
自
︶

　
田
中
　
利
明︵
自
︶　
井
上
　
伸
史︵
自
︶

　
佐
藤
健
太
郎︵
自
︶　
梶
原
九
州
男︵
県
︶ 

　
河
野
　
成
司︵
公
︶　
高
村
　
清
志︵
無
︶

◆
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
11
人
︶

◎
牧
野
　
浩
朗︵
自
︶○
元

　
俊
博︵
自
︶

　
麻
生
　
栄
作︵
自
︶　
大
友
　
一
夫︵
自
︶

　
近
藤
　
和
義︵
自
︶　
志
村
　
　
学︵
自
︶

　
玉
田
　
輝
義︵
県
︶　
吉
冨
　
幸
吉︵
県
︶

　
内
田
　
淳
一︵
県
︶　
竹
中
万
寿
夫︵
公
︶

　
衞
藤
　
明
和︵
無
︶

◆
安
全
・
安
心
な
大
分
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会︵
11
人
︶

◎
江
藤
　
清
志︵
県
︶○
御
手
洗
吉
生︵
自
︶

　
古
手
川
茂
樹︵
自
︶　
土
居
　
昌
弘︵
自
︶

　
嶋
　
　
幸
一︵
自
︶　
末
宗
　
秀
雄︵
自
︶

　
荒
金
　
信
生︵
自
︶　
酒
井
　
喜
親︵
県
︶

　
佐
藤
　
博
章︵
県
︶　
久
原
　
和
弘︵
県
︶

　
堤
　
　
栄
三︵
共
︶

◆
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会︵
10
人
︶

◎
佐
々
木
敏
夫︵
自
︶○
深
津
　
栄
一︵
県
︶

　
濱
田
　
　
洋︵
自
︶　
佐
々
木
哲
也︵
自
︶

　
桜
木
　
　
博︵
自
︶　
渕
　
　
健
児︵
自
︶

　
平
岩
　
純
子︵
県
︶　
賀
来
　
和
紘︵
県
︶

　
小
野
　
弘
利︵
県
︶　
伊
藤
　
敏
幸︵
公
︶

　   

◆
平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
の
日
程

６
月
８
日
︵
火
︶ 

開
会

６
月
14
日
︵
月
︶〜
16
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
本
会
議
︵
一
般
質
問
︶

６
月
17
日
︵
木
︶ 

常
任
委
員
会

６
月
22
日
︵
火
︶
閉
会

◆
政
策
研
究
協
議
会
︵
第
12
回
︶
開
催

　
６
月
８
日
︵
火
︶

◆
特
別
委
員
会
の
開
催

　
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
６
月
21
日
︵
月
︶

　
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
６
月
18
日
︵
金
︶

　
安
全
・
安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
６
月
21
日
︵
月
︶

　
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
６
月
22
日
︵
火
︶

◆
政
策
研
究
協
議
会
︵
第
10
〜
11
回
︶

　
３
月
15
日
︵
月
︶

・
第
２
回
九
州
・
沖
縄
未
来
創
造
会
議

に
つ
い
て

・
政
策
研
究
テ
ー
マ
﹁
が
ん
対
策
推
進

条
例
﹂
に
つ
い
て

　
４
月
27
日
︵
火
︶

・
第
３
回
九
州
・
沖
縄
未
来
創
造
会
議

に
つ
い
て

・
政
策
研
究
テ
ー
マ
﹁
が
ん
対
策
推
進

条
例
﹂
に
つ
い
て

◆
特
別
委
員
会
の
動
き

　
予
算
特
別
委
員
会

　
３
月
11
日︵
木
︶〜
23
日︵
火
︶

　
景
気
・
雇
用
対
策
、
入
院
医
療
費
の

無
償
化
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る

な
ど
の
子
育
て
満
足
度
日
本
一
の
推
進
、

医
療
の
確
保
や
小
規
模
集
落
対
策
な
ど

の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
、
道
路
な
ど

の
社
会
資
本
の
整
備
を
柱
と
す
る
平
成

22
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
査
。
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
３
月

25
日
本
会
議
に
て
委
員
長
が
報
告
。

　
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
２
月
26
日
︵
金
︶

　
・
組
織
の
見
直
し
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◎
印
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長

　
　
　︵
平
成
22
年
５
月
現
在
︶

各
委
員
会
等
の
構
成  

各
委
員
会
等
の
構
成  

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

県
議
会 

今
後
の
動
き

県
議
会 

こ
れ
ま
で
の
動
き



　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働

　
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　
３
月
16
日
︵
火
︶

　
・
商
工
業
の
振
興

　
安
全
・
安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
３
月
24
日
︵
水
︶

・
有
害
鳥
獣
対
策

・
安
全
・
安
心
な
農
林
水
産
物
の
生

産
・
流
通
管
理
シ
ス
テ
ム

　
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　
２
月
23
日
︵
火
︶

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進

︵
お
お
い
た
地
域
資
源
活
性
化
基
金
事

業
お
よ
び
県
産
品
の
販
路
開
拓
︶

　
　
　
　
　
　 

　
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
日
程
を
確
認
の
上
、
会
議
当

日
、
議
会
棟
１
階
の
傍
聴
受
付
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
傍
聴
券
を

交
付
し
ま
す
。

　
本
会
議
場
で
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

盲
導
犬
等
の
同
伴
が
で
き
ま
す
。

　
手
話
通
訳
又
は
要
約
筆
記
を
希
望
さ

れ
る
方
は
本
会
議
の
前
日
ま
で
に
、
シ

ル
エ
ッ
ト
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
︵
耳
掛
け
型

補
聴
器
︶
の
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る

方
は
２
日
前
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　
傍
聴
席
数
は
、
本
会
議
が
一
般
席
１

４
７
席
、
車
い
す
使
用
者
席
４
席
、
委

員
会
が
各
委
員
会
室
10
席
で
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
議
事
課
ま
で

  

次
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
、

本
会
議
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

・
大
分
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
︵
別
府
市
・
日
出
町
︶

・
臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

・
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
︵
日
田
市
︶

  

︵
放
送
時
間
等
は
各
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
︶

点
字
版
・
音
読
版

 

﹁
県
議
会
お
お
い
た
﹂
の
ご
案
内

　
本
紙
の
点
字
版
・
音
読
版
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

ま
で
。

作
品
展
示
の
募
集

　
議
会
棟
内
︵
１
階
議
会
ロ
ビ
ー
︶
に

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
県
内
在
住
者
が
作
成
し
た
作
品
で
あ

れ
ば
、
無
料
で
展
示
で
き
ま
す
。

　
展
示
時
間
は
開
庁
日
の
８
時
30
分
か

ら
17
時
45
分
ま
で︵
最
長
１
ヶ
月
程
度
︶

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
総
務
課
ま
で
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お
知
ら
せ

議
会
を
傍
聴
し
て

　
み
ま
せ
ん
か
？

大分市立八幡小学校の生徒の皆さんの作品　　　　　　
「かんたん deアート・かんたんにお絵かき」
　　　　　　　　　　（平成 22年３月１日～17日）



広報誌「県議会おおいた」は、県庁内各ホール、大分県情報センター、地区情報コーナー（各振興局）、県内各市役所、町村役場、大分銀行
県内各支店に配布しておりますので、ご利用ください。

【総　務　課】議会庶務、情報公開など　　　　　　　☎ 097-506-5019
【議　事　課】本会議、常任委員会、傍聴など　　　　☎ 097-506-5022
【政策調査課】調査業務、特別委員会、議会広報など　☎ 097-506-5035

お問い合せは
県議会事務局各課まで
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　県議会ホームページでは、本会議の生中継、録画中継、会議録や議会の日程、質問項目、議会

の仕組みと役割など、様々な情報を掲載しています。

　最新の議会の動きを広くお知らせし、県議会を身近に感じていただけるよう、全面的にリニュー

アルしました。ぜひ、ご覧ください。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

を 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

４
月
１
日
か
ら

さらに・・・子ども向けサイト「おおいた県議会キッズ」を新設！
けん ぎ かい

大分県議会ホームページ　http://www.pref.oita.jp/site/gikai/ 大分県議会 検索


